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♦この本で説明している主な内容_ 
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^4 お手入れ 
^5 取り扱い上が主意 
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pmV 


•まむヴポート機能 

.FMV サポートナビ 
-トラブル解決ナビ 

♦バックアップ 

♦パソコンを復元ずる（リカバリ） 
•廃棄-リヴイクル 
• Q&A 



説明している主な内容 

•パソコンの基本 
•セキュリティ対策 
♦インターネット / E メール 
• FMV 使いこなし事例集 
参パソコン本体の取り扱し、 
♦周辺機器の接続 
•添付ソフトウ王アー覧 
参困ったとさの Q&A 

この他にも、役に立つ情報が 
盛りだくさんです。 


を 


テクニカルコミュニケーター協会が定める 
「画面で見るマニュアル標牵マーク」でず。 


参ユーザー登録•特巧 
参 AzbyClub のご案内 
•困ったとさは 
♦故障かな？と思ったとさは 
•お問い合わせ先 
•操作指導ヴービス 
• お問い合わせ票/修理依頼票 


この他にち、マニュアルや重要なお知らせなどの紙、冊子類がありまず。 
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画面で見るマニユアルの始め方 

@ (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「 FMV 画面で見るマニュアル」 
の順にクリック 



•各部の名称と働さ 
♦パソコンの取り扱い 

’電源の入れち/切りち 
-音量の調節 
’輝度の調節など 

♦ 周辺機器の設置/設定/増設 
♦お手入れ 
♦仕様一覧 


トラブル解ミ夫ガイド 



rOigitalTVboxJ 搭載機種に添付 

•テレビについて 

■ テレビの見かた 
■ 歸画のしかた 
-保存のしかた 

♦テレビなどに関する Q 这 A 


サポート&サービスのご案内 


.ユアルのご案内 



冊子の7ニユアル 


スタートガイド （1 設置編 2セットアップ編） 



勇)漫)感 
磨)運)•贷 


使い始めるまでの準備はこれでバッチリ 

♦『スタートガイド1設置編』 

• 『スタートガイド2セットアップ編』 


€ヴト7ッブ tlR*! 


FMV 取巧ガイド 


FMV テレビ操作ガイド 
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参照の探し方 


冊子のマニュアルの本文内に、》「****** (文書番号)」とある場合は 
『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


参照 


Windows の画面について 


巧『画面で見るマニュアル』：>「 920010 」で検索 
一 「 Windows の画面と各部の名称」ミ 



文書番号（已巧の数字）を入力して 
r 検索する J をクリック 



■ を ) fmV I 

I 画面で見るマニュアル I 

〇文書番号（巨巧の数字）を入力 _ 

© r 検索する J をクリック . ►〔文書ま号の巧客び表お 



昼を：もさ錫ず i {み索引'巧弓錫ず 


巧ミゴリがらお！？ 


まな巧育はカテコリひらを巧せます 

圏 、 

CD/DVD n デジタルカタラ I 


夕]1 y L 〇 

インターネット i プリンタ || CD/DVD 


旧次」、 r 検索」、惊引」など、他 
にもいろいろな探し方があり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の y 
をクリックしてぐださい。 





















































目次 


電源を入れる/切る . 

接続を確認する . 

電源を八れる . 

電源を切る . 

パソコンを待機状態にする/復帰させる . 

音重を调卽す如 . 

画面の明るさを調節する . 

ワンタッチボタンを使う . 

CD/DVD を使ラ . 

このパソコンででをること . 

この} ソコンで使えるディスク/使えないディスク 

ディスクをパソコンにセットする/取り出す . 

マウスを使う . 

光学式マウスについて . 

LAN (有線 LAN) 機能を使う . 

このパソコンの LAN 機能 . 

インターネットを使うとさの接続例 . 

LAN (有線 LAN) をお使いになる場合 . 


八ソコン本体前面.. . 
パソコン本体側面... 
パソコン本体左側面 
パソコン本体ち側面 
パソコン本体背面... 
パソコン本体内部... 
キー ボード . 


第3章周辺機器の設置/設定/増設 

1周辺機器をお使いになる場含 . 

周辺機器とは？ . 

周辺機器を取り付けると . 

周辺機器を取り付けるには . 

周辺機器の取り扱い上のを意 . 

2コネクタカバーを取り外す/取り付ける 

コネクタカバーを取り外す . 

コネクタカバーを取り付ける . 

3 メモ U の交換/増設 . 

メモ U の取り付け場所 . 

必要なちのを用意する . 

モリの組み合わせ表 . 

モリの取り扱い上のを意 . 

メモ U を増やす . 

メモ U 容量を確認する . 

4 US 目機器を接続する . 

パソコン本体に US 目機器を接続する. 
US 目機器を取り外す . 


第2章パソコンの取り扱し、 


第1章各部の名称と働を 
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っ CTVi 画面で見る 

Z にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 













































第 4 章お手入れ 

1 FMV のお手入れ . 

ノ くソコン本体および添付品のお手入れ 

液晶ディスプレイのお手入れ . 

CD/DVD ドライブのお手入れ . 

第己章取り扱い上の注意 

1パソコンを移動する場合の注意 ..... 
パソコンを移動する場合のを意 . 

第6章仕様一覧 

1パソコン本体の仕様 . 

仕様一覧のを記について . 

2その他の仕様 . 

DVD/CD ドライブ仕様一覧 . 

液晶ディスプレイ . 

スピーカー . 

LAN 機能 . 

キーボード . 

マウス . 

索引 . 
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安全にお使いいただくために 


このマニュアルには、本製品をま全に正しくお使いいただ<ための重要な情報び記載されていま 
す。 

本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、 D 『安むしてお使いいた 
だ<ために』の「ま全上のごま意」をよ<お読みになり、理解された5えで本製品をお使い<だ 
さい。 

また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覧になれるよ5大切にイ呆曽してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび 
若干異なることびあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、 
本来接続されているケーブル類を省略していることびあ D ます。 


まをにお巧いいただくための給記号について 


このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いい 
ただを、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるを害や損害を、未然に防止するための目印 
となるちのです。その表示と意味はなのよラになっています。内容をよくご理解のラえ、お読み 
<ださい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性または重傷を負 
ラ可能性があることを示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性があること、 
物的損害び発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容びどのよラなをのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使つ 
ています。 


A 

A で示した記号は、警告•を意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中や 
その脇には、具体的な警告内容び示されています。 

G 

ので示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。 
記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただ<内容であることを告げるちのです。記号の中 
やその脇には、具体的な指示内容び示されています。 


4 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 















本で中の記号について 

本文中に記載されている記号には、なのよラな意味びあります。 


1重固 

お使いになるとをにを意していただをたいことや、してはいけないことを記述してい 
ます。必ずお読みください。 

^^oint 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 


参照先を記述しています。 


参照していただきたいマニュアルを記述しています。 

D 

冊子のマニュアルを表しています。 

を] 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動ち法について、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD - ROM / DVD-ROM を表しています。 


製品の巧び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよ5に略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista ® Ultimate with Service Pack 1 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Ultimate または 
Windows Vista Ultimate with SPl 

Windows Vista ® Home Premium with Service 

Pack 1 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Home Premium 
または 

Windows Vista Home Premium 
with SPl 

Windows ® Internet Explorer ® 7 

Internet Explorer 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD/DVD ド'ライブ 

PS /2 キーボード（ワンタッチボタン付、1日已キー） 

キーボードまたは PS /2 キーボード 

横スク□ール機能付 US 目マウス（光学式） 

マウスまたは US 目マウス 

FMV 画面で見るマニュアル V 1 .7 

画面で見るマニュアル 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 Aero、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標または商標です。 

インテル、 Intel 、 およびインテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporaticin またはその子会 
社の登録商標または商標でず。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標でず。 

その他のを製品は、各社の著作物でず。 

Copyright FUJITSU LIMITED 2009 


ドルビー、 DOLBY 、 AC -3、 フ□□ジック及びダプル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標です。 


/ CTVi 画面で見る 

〇 にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 





含部の名拖と働き 


パソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 
ここでは、代表的な機能を説明しています。 


1パソコン本体前面 . 8 

2パソコン本体側面 . 9 

3パソコン本体背面 . 11 

4パソコン本体内部 . 12 

曰キーボード . 13 










宜团因日团 B 圓目 

パソコン本体前面 


スイーベル 

バソコン本体を左ちに回転して 
見やすいち度に調整します。 


通風尹 

バソコン本体内部と外部の空気を交換 
して熱を逃びすための開孔部です。 


スピーカー 

バソコンの音青を 
出力します。 



パソコン本体前面の各部の名称と^ 0^ 

働きについて、詳しい説明は次の^^を) 『画面で見るマニュァル』》「000270」で検索 
フ^ ュ アル ホご营 ください。 ^ 一階部のち称と働き：バソコン本体前面」 


01►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






















































































































































































^' 宜团因日团 B 国回 

^パソコン之 


コン本体側面 


I 


くソコン本体左側面 



「 I 」側び「オン」で「〇」側び「オフ」です。 


パソコン本体左側面の各部の名称 
と働さについて、詳しい説明は次 
のマニュアルをご覧ください。 


♦ 


を]『画面で見るマニュアル』》「日日日28日」で検索 
一「各部の名称と働を：パソコン本体側面」一「パソ 
コン本体左側面」 


蠢 Q 名称と働さ 
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ノくソコン本体ち側面 



ラインイン端子（(((み） 

オーディオ機器などの音青出力端子 
と接続します。 


ラインアウト端子（(((•争） 

オーディオ機器などの音声入力端モ 
と接続します。 



キーボードコネクタ（[^) 

PS/2 キーポードを接続します。 


パソコン本体ち側面の各部の名称 
と働さについて、詳しい説明は次 
のマニュアルをご覧ください。 



巧]『画面で見る マニュアル』》「日日日 28 日」 で検索 
一「各部の名称と働さ：パソコン本体側面」一「パソ 
コン本体ち側面」 


]〇 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






















































































^ 宜团因日团 B 国团 

パソコン本体背面 


ケー ブル ホール 


通風孔 


キーボードケーブル 、 USB [ユーエスビー] バソコン本体内部とが部の空気を交換 

ケーブル 、 LAN [ラン]ケーブル、ディスプ して熱を逃びすための開孔部です。 

レイケーブルなどを外部に出します。 



□ックボタン 

コネクタカバーをバソコン本体から 
取りがします。 


盜難防止用□ック取り付け巧 

盜難防止用ケーブルを接続します。 


コネクタ カバー 


パソコン本体背面のさ部の名称と^ 

働きについて、詳しい説明は次の^^を)『画面で見るマニュァル』》「000300」で検索 
フ^ユアルホご聲ください。 一「各部の名称と働き：バソコン本体背面」 











































































































































































































































宜团因日团 B 圓目 

パソコン本体内部 



メモ U ス □ツト 

このバソコンのメモ IJ び取り付け S れています。 （•> P .4 日) 


パソコン本体内部の各部の名称と^ QMH 

働きについて、詳しい説明は次の^^を) 『画面で見るマニュァル』》「000290」で検索 
フ^ュ アル ホご营 ください。 ^ 一階 部のち称と働き：バソコン本体内部」 


12 鸟？說 I 0 f 日？厮►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 



















—宜团因日团 B 国团 

卡—ル—1、 


半角/全角キー 

キーを押すごとに、半角入力/全角入力を 
切り誓えます。全角入力にすると、曰本語 
を入力で走ます。 

音量調節ボタン— 

バソコン本体の音量を 
調節します。 （•> P .24) 


エスケープ 

Esc キー 


ワ ンタッチボタン 

巧め5れにソフトウエアをワン 
タッチで起動します。起動する 
ソフトウエアを変更することち 
でさます。 （•> P . 吕 7) 


デ u -卜 

Delete キー 

マウスポインタのち側 
にある1文字を削除し 
ます。 


バックスペース 

Back Space キー 

マウスポインタの左側にある 
1文字を削除します。 



現在の作業を取り消します。 


スぺース 

空白 （ Space ) キー 

空白を入力します。 

Fn キー 

このキーを押 I ，なげら ! I で网まれ/:-キー 

を巧すと、それぞれのキーに割り当てられ 
た機能を使用することびで走ます。 


スタンバイボタン 

バソコン本体をス IJ — 
プにした0、スリープ 
から元の状態に戻した 
0します。 


テンキー 


シフト 

Shift キー 

[ fflSJ ] を押しなび5記号の刻印されている 
キーを巧すと、そのキーの上段に刻印され 
ている記号を入力でさます。 


数字や記号を入力します。 

エンター 

Enter キー 

入力した文字を確定したり、 
改行した0しまず。 


キャプス□ック 

Caps Lock /英数キー 

陋圃对甲しなび 引じ^ glD を巧して、 

英大文字入力/ル文字入力を切り替えま 力ーソ J レキー 

す。 マウスポインタを上下左ちに移動します。 


その他のキーや詳しい説明は次 
マニュアルをご覧ください。 



を1『画面で見るマニュアル』》「000220」で検索 
一「各部の名称と働さ：キーボード」 
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電源を入れる/切る . 

音量を調節する . 

画面の明るさを調節する.... 
ワンタッチボタンを使う .... 

CD / DVD を使ラ . 

マウスを使ラ . 

LAN (有線 LAN ) 機能を使ラ 


A-A- 

2 章 

パソコンの取り巧い 


最ネ如こ確認していただをたいことと、使用上の注意事項などを説明しています。 


12 3 4 5 6 7 


6 4 5 7 8 6 7 
12 2 2 2 3 3 













田 QQQ 因回 Q 囚 

電源を入れる/切る 


電源の入れちと切りちはとてち重要です。正しいち法を覚えて<ださい。 

A 注意 

A . ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指な 
どを入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 

0 ' 電源を入れた状態で持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 

故障の原因となります。 


接続を確認する 


電源を入れる前に、ケーブル類び正しく接続されているか確認してください。 



16 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



































































電源を入れる 


0 


ここでは電源の入れ方のラち Windows を起動する方法を説明しています。 


[ kQ 電源を入れるとさの注意 

-電源を切った後は、次に電源を入れ直すまで ] 日秒ほどお 
待ちください。 

-パソコンに巧などのカバーをかけている場合は、必ずそれ 
5を完全に取り外してから電源を入れてください。バソコ 
ンの通風孔などび巧などでふさびれたまま使巧すると、パ 
ソコン内部に熱びこわ0、動作不良や本体カバーの変形び 
起きることびあります。 

-電源を入れた後は、手順日の画面び表示されるまでは電源 
を切らないでください。手順已の画面び表示される前に電 
源を切ると、パソコンの動作び不安定になります。 


固 しば目く操作しないと 

電源を入れた状態でしば5く（約己分間）操作しないと、動画（スク U —ンセーパ‘一）び表示され 
たり、画面び真っ暗になった0することびありますび、電源び切れたわけではあ0ません。これはパ 
ソコンの省電力機能び働いている状態です。 

マウスを動かした D 、 キーボードの匹]回]](〇 〇や [[ Shift ]] のどれかを巧した0すると、元の 
画面に戻0ます。 



1パソコンに接続されている機器の電源を入れまず。 


2 電源ケーブルびコンセントに接続されていない場合は、電源プラグを 
コンセントに差し&みまず。 










3 パソコン本体左側面にあるメインスイッチを「 I 」側に切り替えまず。 

■パソコン本体を側面 



(これ降のイラストは機種や状況により異なります） 


固 メインスイッチを切り替えると 

電源ケーブルをコンセントに接続し、方インスイッチを「 I 」側に切り誓えると、数秒間電源/スタ 
ンバイランプび点好して電源び入ったよラな状態にな0ますび、故障ではあ0ません。 


4 電源ボタンを巧しまず。 



電源/スタンバイランプび点なし、画面にさまざまな文字などび表示されます。そのまま、しば 
らくお待ちください。 


18 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


























5 このような画面が表示されたことを確認しまず。 



^^oint Windows び起動しない場合 

電源を入れても Windows び起動しない場合は、次のマニュアルをご覧ください。 

G 『トラブル解決ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンびおかしいとさの Q & A 集」一「起動/終了」 


パソ n ン《取り扱い 
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電源を切る 


ここでは電源の切り方のうち Windows を終了する方法を説明しています。 

このパソコンを使わないときは、 Windows を終了せずに「待機状態（ス U - プ)」にしておくこ 
ともでをます。ス U —プする方法については、「パソコンを待機状態にする/復帰させる」 
(•> P .22) をご覧ください。 


1作業中のデータを保巧し、ソフトウェアを終了しまず。 


ソフトウエアを起動したままでちこれ(降の操作を進められますび、途中で作業中のデータをイ呆 
存するか確認するメッセージび表示されることびあ D ます。誤動作の原因となるので、あらかじ 
めデータをイ呆巧した後、ソフトウエアを終了してください。 

2 CD や DVD などびセットされていた5、パソコン本体左側面の 
CD/DVD 取り出しボタンを押して取り出しまず。 

■パソコン本体左側面 



(これな降のイラストは機種や状況によ0異な D ます） 
パソコンの電源を切ってしま5と、 CD や DVD などは取り出せません。 


20 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






3 電源ボタンを押しまず。 



しばらくすると Windows が終了し、電源が自動的に切れます（画面が暗くなり、電源/スタン 
バイランプが消えます)。 Windows が終了するまでにしばらく（約2日秒）時間がかかりますが、 
そのままお待ちください。 

胃0電源ボタンは押し続けないでください 

電源ボタンを4秒し: LL 巧し続けると、 Windows などの正常な終了処理びできないまま、強制的に電 
源び切れてしまいます。 


Ooint 「スタート」 メニュー からち電源び切れまず 

1. ©(スター ト）一の〇一「シャットダウン」の順にク U ックします。 

パソコンの電源び切れます（画面び暗くな0、電源/スタンバイランプび消えます)。 Windows び終了 
するまでにしばらく（約2日秒）時間びかかりますび、そのままお待ちくださし、。 

か oint パソコンの電源び切れない場合 

マウスやキーボードび操作でさないなど、電源を切る操作びで走ないときは、なのマニュアルをご覧ください。 

G 『トラブル解決ガイド』 

一「日 & A 集」一「パソコンびおかしいとさの Q & A 集」一「起動/終了」 

それでも電源び切れないときは、電源ボタンを4秒政上押し続けて、強制的に電源を切ってください。 
電源を切った後、電源/スタンバイランプび消えている（電源び切れている）ことを確認してください。電源 
/スタンバイランプびオレンジ色に点口しているとをは、ス U —プ状態になっているため電源び切れていませ 
ん。わう一度電源ボタンを4秒 ULL 押し続けて電源を切ってください。 


パソ n ン©取り扱い 
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を oint パソコンを長期間お使いにな S ない場合 

長期間お使いにならない場合は、パソコン本体左側面のメインスイッチを「〇」側に切0誓えてください。 


4パソコンに接続されている機器の電源を切りまず。 


ノ くソコンを待機状態にする/復帰させる 


このパソコンを使わないときは、パソコンの電源を切らずに待機状態にしておくと、なにパソコ 
ンを使ラとをにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス1」ープと体止状態びあります。ご購入時には、「スリープ」に設定されています。 
ここでは、パソコンをス1」ープするち法と、ス1」ープから復帰する方法について説明します。 

(5 >oint 次の場合はパソコンの電源を切ってください 

-パソコンを長期間使わないとさ 

-バソコンの動作び遅くなった0、正常に動作しなくなったと走 
いったんバソコンの電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

電源の切0ちについては、「電源を切る」 (•> P .20) をご覧ください。 

( J^oint スリーブとは 

パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモ U に保をして、パソコンを待機状態にすることです。 
スリープ中は、メモ U に保存したデータなどを保持するためにかしずつ電力を消費しています。 


パソコンをスリープする 


1©(スタート）一 E ■をクリックしまず。 


か 


Windows カレンダー 
Windows 5-ティンヴスぺース 
FMV 函面で見る7ニユア J レ 


コンピュータ 
ネットつーク 
後獻 

コント□—ルバネル 
既定のプ□グラム 



(画面は機種や状況により異なります） 


パソコンがス U —プします。ス U —プ中は、電源/スタンバイランプがオレンジ色に点なします。 
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スリープか 6 復帰する 

1パソコン本体の電源ボタンを巧しまず。 

パソコンびス U - プから復帰（レジューム）します。電源ボタンは4砂しツ上押し続けないでくだ 
さい。パソコンの電源び切れてしまいます。 

Aoint 復帰ずるときは 

スリープにした後、すぐに復帰（レジューム）しないでください。 

必ず、 ] 日秒政上たつてから復帰（レジューム）するよラにしてください。 

ス U —プや休止状態については、次のマニュアルちご覧<ださい。 

省重力縦目に っぃて 

を1『画面で見るマニュアル』》「000410」で検索 
-「省電力機能を使5」 


パソ n ン《取り扱い 
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) ] 田 BED 因回 EE 

A ち量を調若 


音量を調節する 


ここでは、キーボードの音量調節ボタンから音量を調節するち法について説明しま 
す。 

キーボードの音量調節ボタンは、 Windows び起動している場合に音量を調節でき 
ます。 


1 キーボード上側にちる音量調節ボタンを押して、適切な音量に調節しま 
ず。 

ボ U ユームボタン（一）を押すとルさく、ボ1」ユームボタン （+) を押すと大をくなります。 
Mute [5 ユート](消音）ボタンを押すと音び消え、画面ち下の通巧領域にある表示び化に変わ 
ります。もう一度押すと元の音量に戻り、表示もかに戻ります。 

ボ IJ ュームボタン（一）ボ IJ ユームボタン （+ ) 




M 

Jte (消音）ボタン 

- 

- づ + 

が 

メール 

◎ 

因 

のの因の 因ののの 



(イラストは機種や状況により異なります） 


音量を調節ずるち法はいろいろあります 

画面ち下の通知領域にある り》 （音量）など、他の方ミ去でち音量を調節で舌ます。 

Q 网剖 他のちまで龍を ills ずる場合 

巧）『画面で見るマニュアル J » 「0001日0」であ索 
-* 「音量を調節する」 


column 
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画面の明るさを調節する 

ここでは、液晶ディスプレイの明るさを調節するち法について説明します。 
パソコン本体前面の明るさ調節ボタンを押して、液晶ディスプレイの明るさを変更 
することびでさます。 


1 パソコン本体前面にある明るさ調節ボタンを巧して、適切な明るさに 
調節しまず。 _ 

明るさ調節ボタン （+) を押すと明るく、明るさ調節ボタン（一）を押すと暗くなります。 



巧るさ調節ボタン （一) - '' -明るさ調節ボタン （+ ) 

(イラストは機種や状況により異なりまず） 

明るさを調節中は、画面下部に明るさを示すインジケータび表示されます。 



暗い^- * 明るい 

(画面は機種や状況により異なります） 


パソ n ンの取り扱い 
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Column 


明るさの設定について 

明るさ調節ボタンで画面の明るさを設定してわ、パソコンを再起動した0、ス U — プから復帰した場 
をは、変更前の明るさに戻りまず。 

パソコンを再起動したり、省電力状態か5復帰したりした媛わ設定を有効にしておさたい場合は、「電 
源オプション」ウィンドウで設定してください。 

詳しくは、次のマニュアルをご覧ください。 

Q 段:就 画面の明るさの調節について 

を1『画面で見るマニュアル』》「日日日18日」で検索 
-*■ 「液晶ディスプレイの明るさを変更する」 
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田 qBB 因回 Q 因 


ワンタッチボタンを使う 


ワンタッチボタンは、パソコンの各種機能を呼び出すためのボタンです。ボタンを 
押すだけでソフトウエアの起動や E メールの受信などび行えます。 


a . メール 

b . インターネット 
C. メニュー 

d . ズーム 


I - e . サホート 

-口 + な イ'ルイパわ+ だ L - スム サ；-卜 尸ご J ?で 严ミ' - 

©©©〇〇〇〇〇 @ @ i © 


「FS J 「K J ド 7 J jFS J [PS ] [fIO ] [f11] 「 F 。 J ド el 加 ] [Tns 川 ] 「競 J 職 ] 


巧囚固图長 

ぶ y 心 
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曰曰 

囚の因の 

1 せ ] ") [I °J \ Enter 

の 

1 Home! 
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国 n 
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固固图こ^ 
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囚 
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囚囚の匹] 
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回 

む 

国口 

1卜。1圏 E 

日图西@因 

に1 

回白 
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a ■メ ール 

メールソフトを起動します。 

b . インターネット 

「Internet Explorer [インターネットエクスプ □— ラ]」 

を起動しまず。 

C . メニユー 

「@メニュー」を起動します。 

d . ズーム 

「らくらくズーム」を起動します。 

巧 >oint r ユーザーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合 

ワンタッチボタンを巧して「ユーヴーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合は、「続行」をクリック 
してください。「続行」び表示されずに「管理者アカウント」び表示されている場合は、そのアカウントのパ 
スワードを入力してか5「日 K 」 をクリックしてください。 

Q ia 剖 ワンタッチボタンについて 

を）『画面で見るマニュアル』》「000330」で検索 
一「各部の名称と働さ：ワンタッチボタン」 

0『トラブル解;夹ガイド』 

-「巧実のサポート機能でまわ-快適」 


サポート 

- Windows 起動時 

「FMV サポートナビ」び起動し、「日 &A」 や「日頃の 
メンテナンス」などのサポート機能を簡単に始めるこ 
とびでさます。 

•シャツトダウン時 

Windows わ'く起動しないときにも、「ハードウエア診断」 
や「マイリカバ U」 などトラブル解決に役立つサポー 
卜機能を使うことびでをます。 

ま：ス U —プ中の場合には 「FMV サポートナビ」び起 
動します。 























































































































—田 H 日 H 因回 Q 囚 

CD/DVD を使5 


このパソコンでできること 


このパソコンでは、 CD や DVD の読み出しや書さ込みをしたり、音楽 CD や DVD - VIDEO を再 
生することがでさます。 


詳し<は、次の マこュ アルを参照して<ださい。 


CD や DVD で楽しむ 


^『画面で見るマニュアル』 

一「カテコ ' U から探す」一 rCD/DVDJ 



CD/DVD カテ 3 'iJ 
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のパソコンで使えるディスク/使えないディスク 


巧えるディスク 

このパソコンでは、 8cm の CD または 12cm の CD 和 DVD がお使いになれます。 

なお、 CD 和 DVD にはさまざまな種類があります。このパソコンでお使いになることのでさる 
CD 和 DVD は、次のとお0です。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 


CD-DA (音楽 CD) 

シーディーディーエー 


フォト CD 

フォトシーディー 


ビデオ CD 

ビデオシーディー 


CD-R 

シーディーアール 


CD-RW 

シーディーアールダブル 
シーディー U ライタブル 

DVD 

DVD-ROM 

ディープイディー□ム 


DVD-VIDEO 

ディープイディービデオ 


DVD-R 

ディープイディーアール 
ディープイディーマイナスアール 


DVD-R DL 

ディープイディーアールダブルレイヤー 
ディープイディーマイナスアールダブルレイヤー 


DVD-RW 

ディープイディーアールダプル 
ディープイディーマイナスアールダブル 


DVD+R 

ディープイディープラスアール 


DVD+R DL 

ディープイディープラスアールダブルレイヤー 


DVD+RW 

ディープイディープラスアールダブル 


DVD-RAM C ミお 

ディープイディーラム 


ま： DVD - RAM をお使いになる場合には、フ オーマツ トび必要です。 


このパソコンの CD/DVD ドライブの読み込み/書を込み/書を換え速度については、 「DVD/CD 
ドライブ仕様一覧」 （•>P.74) をご覧ください。 

I 重凹 DVD-RAM について 

. カート U ツジなしタイプまたはカート U ツジからディスクび取り出せるタイプをご購入ください。 

力ート U ツジに入れた状態で使用するタイプ （Typel) は使用できません。また、無理に取り出 
して使わないでください。 

- 2.目 GB および己ぶ GB のディスクは、使用できません。 

- DVD - RAM 2 (12 倍速/ 1 日倍速）は、使用できません。 


パソ n ン《取り扱い 
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推奨ディスク （2009 年2月現巧) 


なのディスクの使用を巧奨します。 

下記しツかのディスクをお使いの場合は、書を込み/書を換え速度び低下することびあります。ま 
た、正常に書を込み/書を換えびでさない場合や再生でをない場合びあ D ます。 


ディスク 

メーカー 

^一力一型名 

CD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

CDR 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

兰菱化学 X ディア 

SW 74 QU 1、 SW 80 QU 1、 SW 74 EU 1、 SW 80 EU 1 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR -47 WTYN 、 DR -47 WTY 20 AA 

DVD-R DL 

三菱化学メディア 

DHR 8 已 m 

DVD-RW 

日本 ビクター 

VD - W 47 H 

王菱化学 X ディア 

DHW 47 R 1 

DVD+R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR +47 WTYN 

王菱化学メディア 

DTR 47 J 10 

DVD+R DL 

王菱化学メディア 

DTR 8 已 HI 

DVD+RW 

兰菱化学 X ディア 

DTW 47 U 1 

DVD-RAM 

バナソニック 

LM - HC 47 M (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 

LM - HB 47 MA (4.7 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
LM - HB 94 M (9.4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立7クセル 

DRM 47 PWC . S 1 P 已 S A (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 
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使えないディスク 

次のディスクはお使いにならないでください。 

• 円形し U 外の異形ディスク（星型和カード型などの変形ディスク） 

このパソコンは円おのディスクのみお使いになれます。 

円形！;!がの異形ディスクをお使いになると故障する場合があります。 

異おディスクをお使いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

• 規格外の厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面が薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合 
があ0ます。 

規格外の DVD 媒体をお使いにな0故障した場含は保証の対象外となります。 

•市販のク U —ニングディスク、レンズク U —ナー 
市販のク U —ニングディスク、レンズク U —ナーをお使いになると、をにコ‘ミを集めてしまし、 CD/ 
DVD ドライブのレンズびミちれてしまラ場含びありますので、お使いにならないでください。 

• 中必に巧のあいていないディスク 
•傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内で破損する場合があります。 


Q 段剖 このパソ]ンで使えるディスクや使えないディスクについて 

巧！『画面で見る マニュアル 』》 「日日日日已日」 で検索 
一「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


ディスクを再生するとをのを意 

rWinDVD [ウィンディーブイディー]」の更新について 

このパソコンには、 DVD を再生するソフトウェア rWinDVD」 が田意されています。より快 
適に DVD を見るために、 「WinDVD」 は常に最新の状態に更新してお使いください。 
「WinDVD」 を更新するには、ヴポートぺージ (http://azby.fmworld.net/support /) から 
対応プ□グラム（随時提供）をダウン□ー ドして、インストールしてください。 

ダウン□ー ドの方法については、「ダウン□ー ド」のページにある説明をご覧ください。イン 
スI -- ル手順については、アップデートプ□グラムに添付されている 「Readme.txt」 をご覧 
ください。 

ディスクを再生ずるときの ミち意 

を]『画面で見る マニュアル 』》 「0日日日7日」 で検索 
-「ディスクを再生するとさのを 意」 


パソ n ン《取り扱い 
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スクをパソコンにセツトする/取り出す 



ディスクをセットする 

ディスクは、パソコンの電源び入つている状態のとをにセットでさます。 

A ミ主意 

A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD/DVD ドライブのトレーに指な 
どを入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 

I パソコン本体左側面の CD / DVD 取り出しボタンを巧しまず。 

パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 

■パソコン本体左側面 



(これな降のイラストは機種や状況により異な D ます） 
ディスクをセツトするトレーび少し出てをます。 


32 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




2 トレーを手で引き出しまず。 

トレーを手で持って引を出してください。 

■パソコン本体左側面 



3 パソコンにディスクをセツトしまず。 


ディスクのレーベル面を手前側に（両面タイプの DVD - RAM の場合は、データの読み取り/書 
を込みを行ラ面を裏側に）して、トレーの中央の突起にディスクの巧を合わせ、 r パチン」といラ 
音びするまでしっかりとはめ込んでください。このとを、パソコン本体び転倒しないよラトレー 
を手で押さえて < ださい。 

をちんとはめ込まないと、再生でをなかったり、ディスクび取り出せなくなった D することびあ 
ります。 

■パソコン本体左側面 



パソ n ン《取り扱い 
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4 トレーを手で「カチッ」といラ音びずるまで押しまず。 


■パソコン本体左側面 



トレーびパソコン本体に入ります。ディスクびセットされ、 CD アクセスランプび点なします。 
CD アクセスランプび消えたことを確認してから、なの操作に進んでください。 

ディスクによっては、セットすると自動的に起動するちのをあります。 

5 「自動再生」ウィンドウび表示された場合は、次のどち5かの操作をし 
まず。 


-すでにソフトウェアび起動している場合は、图をク U ックします。 

-ソフトウェアび起動していない場合は、表示されている項目の一覧で使いたいソフトウェアを 
ク U ックします。 


巨おち生 1か卜 

、>, DVD RW ドライブ （E:) Audio CD 

回ブーデイブ CD に対しては萬に巧の動作を行う： 

才ーデイブ CD のブプシヨン - 


は 


オーディオ CD の再ま： 
-Windows Med 。 Player ほ用 


CD から营冀を巧りなわ 
-Windows Med。PI かが ほ用 


a 

0 

ファイルを剧口 
-Roxio Centr< 

の CD を〕ビ- 

-Roxio Central Copy ■ほ巧 

^ コンビ レーシヨン CD を巧巧 
巧， -Roxio Central Audiol ま南 

を巧のオプション 


オーディオ CD の再生 
-Windows Media Cent が ほ用 


オーディオ CD の巧生 
-WinDVD tor FUJITSUf ま用 


Roxio Central D 舶ほ巧 


コント□-ルパネル— = 重トミ？.-. £3; 


(画面は機種や状況により異なります） 


ソフトウエアび起動している場合は 
ここをク U ツク。 


使いたいソフトウエアをクリック。 


34 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 
















ディスクを取り出す 


ディスクは、パソコンの電源び入つている状態のとさに取り出すことびでをます。 

A ミ主意 

A •ディスクをセットするとを、および取り出すときには、 CD/DVD ドライブのトレーに指な 
どを入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 


1ディスクを使っているソフトウェアびあれば、終了しまず。 


2 CD アクセスランプび消えていることを確認し、パソコン本体左側面の 
CD / DVD 取り出しボタンを巧しまず。 

パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 

ディスクびセットされたトレーび少し出てをます。 

J トレーを手で引き出しまず。 

トレーを手で持って弓 I さ出してください。 

4 ディスクを取り出しまず。 


^ トレーを手で「カチッ」といラ音びずるまで巧しまず。 









田 QQQ 因回 Q 囚 

マウスを使う 


ここでは 、 USB [ユーエスビー]マウス（光学式）について説明します。 


光学式マウスについて 


マウスのし<み 

光学式マウスには、裏面に光学式読み取りセンサーび付いています。マウスを机の上などですベ 
らせると、マウス裏面から出された赤い光の陰影を光学式センサーで検巧し、画面上のマウスポ 
インタび動くよラになっています。 



読み取り 

センサー 


光ぎ式マウスをお使いになるラえでのミち意事頂 


光学式マウスは、机の上だけでなく、紙の上などでちお使いになることびでをますび、なのよ5 
なわのの表面では正しく動作しない場合びあ D ます。 

•鏡やガラスなど、反射しやすいもの 
•光沢びあるちの 

• 濃淡のはっさりした搞模様や柄のをの（木目調など） 

• 網点の印刷物など、同じパターンび連続しているをの 

光学式センサーは机などと接触せずにマウスの動をを検巧しているため、特にマウスパッドなど 
の必要はありませんび、マウス本体は机などと接触しているため、傷び付をやすい机やテーブル 
の上では、マウスパッドなどをお使いになることをお勧めします。 


つ/ CTVi 画面で見る 

DO にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 







田 qBB 因回 Q 因 

LAN 馆線 LAN ) 機能を使う 


LAN [ラン](有線 LAN ) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 


このパソコンでは、次のちのが標準で準備されています。 


• LAN コネクタ （ LAN ケーブル巧） 

1000 BASE-T [ベーステイー]/ 100 BASE-TX [ベーステイーエツクス]/10目 ASE - T 準拠 


インターネットを使ラとさの接続例 


次のイラストは、パソコンとブ□ー ドバンドモデムを LAN ケーブルで接続している一例です。 
ネットワークの形態によって使用する機器が異なりますので、ネットワークに合ったをのをご購 
入 < ださい。 


インターネット 



ネットワークの種類やし<みについては、次のマこュアルをご覧<ださい。 

ネットワ-クの種類やし<みについて 

を！『画面で見るマニュアル』》「41已日4日」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 

















LAN 馆線 LAN ) をお使いになる場合 



LAN 馆線 LAN ) をお使いになる場含に必要なものなどを説明します。 

ここでは、ブ□ー ドバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 


化要なをのを用意する 

このパソコンの他に、次のちのが必要です。 


•ブ□ードパンドモデム 

ADSL モデム、ケーブルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダにより異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータをさちんと目的の場所 
(パソコンやプ U ンタなど）に届けるための機器です。 

一般的には、 LAN と外部のネットワーク（インターネット）を結ぶために使われます。 

複数台のパソコンを接続する場合は必要です。ブ□ー ドバンドモデムに搭載されている場合ちありま 
す。 

なお、1000目 ASE - T の通信を行うためには、1000目 ASE - T に対応したちのを使用してくださし'1。 
•ハブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器です。 

複数台のパソコンを接続する場含に必要です。ルーターに搭載されている場含ちあります。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、1000目 ASE - T に対応したちのを使用してください。 
• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合ったちのび必要です。接続するネットワーク機器のマニュ 
アルをご覧になり、必要なちのをご用意ください。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、エン八ンストカテコ‘ U 已（カテコ‘ USE ) 上の LAN ケー 
ブルを使用してください。 


LAN を巧うための設定 

LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーフルで接続し、ネットワークの設定を行 
います。インターネットに接続する場合は、プ□バイダより提供されるマニュアルに従って、機 
器の設定をしてください。 

接続、設定のち法については、なのマニュアルでち説明しています。 

有線 LAN の設定 

を1『画面で見るマニュアル』》「000100」で検索 
— 「 LAN を使う」 
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周 S 機器をお使いになる場合 . 40 

コネクタカバーを取りがす/取り付ける . 44 

メモリの交換/増設 . 46 

US 目機器を接続する . 己7 


巧5章 

周辺機器の設置/設定/増設 


周辺機器の使用上のま意やメモリの増やしちなどを説明していまず。目的に合わせ 
てお読み < ださい。 


12 3 4 
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回囚回国因圍 

周辺機器をお使いになる場合 


ここでは、><モリなどの周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたい 
ことについて説明します。 

As 警告 

A -周辺機器の取り付けや取り外しを行ラと去は、パソコン本体および接続されている機器の電 
源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた媛に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 

0 - 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正し<接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の原因となります。また、パソコン本体およ 
び周辺機器が故障する原因となります。 


周辺機器とは？ 


メモリ、プリンタ、デジタルカメラなどの装置のことです。パソコン本体内部に取り付けたり、 
パソコンの各コネクタに接続したりします。 

周辺機器をパソコン本体内部やパソコン本体ち側面に取り付ける場合は、コネクタカバーを取0 
夕'!■す必要びあります。コネクタカバーの取 D かしちと取り付け方については、「コネクタカバーを 
取りかす/取り付ける」 （•> P .44) をご覧ください。 


周辺機器を取り付けると 


メモリを取り付けてノ':ソコンの処理能力を上げたり、プ U ンタを接続して印刷したりなど、パソ 
コンででさることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでをます。 


40 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 






周辺機器を取り付けるには 


本マニュアル内では、「メモ U の交換/増設」 （•♦ P .4 日）、 rUSB 機器を接続する」 （•♦ P . 已 7) 
などを記載しています。その他の周辺機器の取 D 付けについては、画面で見るマニュアルでち紹 
介しています。 

お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覽ください。 

周 js 機翻こっぃて 

を『画面で見るマニュアル』 

一「巳.バソコン本体の取り扱い」または「6.周辺機器の接続」 


r 画面で見るマニュアル J で調べる 


1 表示される画面の中か5取り付けたい周辺機器をクリックしまず。 


例えば、プ U ンタを接続する場合は、「日.周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をク U ッ 
クします。 



(画面は機種や状況により異な D ます) 


琶靈 G 謹/靈\増設 
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周辺機器の取り扱い上の注意 



周辺機器を取り付けるとをは、なのことに注意して<ださい。 

-间辺煤おは、鮮社純正品をお使いいただくことをお勧めしまず 

純正品び用意されている周辺機器については、純正品政外を取り付けて、正常に動かなかったり、パ 
ソコンが故障してち、保証の対象外となります。 

純正品び用意されていない周辺機器については、このパソコンに対応しているかどうかをお使いの周 
辺機器メーカーにご確認ください。 

• 周辺機器に添付のドライバがお使いの Windows にが応しているかお認して<ださい 

お使いになる周辺機器のドライバびお使いの Windows に対応していないと、その周辺機器はお使い 
になれません。必ずお使いの Windows に対応したものをご用意ください。 

• ドライパなどがフ□ッピーディスクで添付をれている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッピーディスクで提供されているものびあります。 
その場合は、オプションのフ□ッピーディスクドライブ 「 FDD ユニット ( USB ) ( FMFD - 已 IS ま 
たは FMF □-已 1 SZ )」 をご購入になり、ドライバをインストールしてください。 

•ACPI [王ーシーピーアイ]に細あした周辺機器をお使いください 

このパソコンは 、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）によって電源制御を行っていますの 
で、周辺機器ち AC 円に対応している必要があります。 

ACPI に対応していない周辺機器をお使いの場含は、増設した機器やパソコンび正常に動作しなくな 
ることびあります。周辺機器び ACPI に対応しているかどうかは、周辺機器メーカーにお問い含わせ 
<ださい。 

また、このパソコンの ACPI モードは、スリーブ (ACPI S 3) に設定されています。 

•— 度に巧〇付ける周辺機おは1つだけにして < ださい 

一度に複数の周辺機器を取り付けると、ドライバのインストールなどび正常に行われないおそれびあ 
ります。1つの周辺機器の取り付けび終了して、動作確認を行ってから、別の周辺機器を取り付けて 
<ださい。 

• マイク端子/へッドホン端子/ラインイン端子/ラインアウト端子への接続について 

なのような場合には、あらかじが音量を最小にしておいてください。また、ヘッドホンは使用しない 
で<ださい。雑音が発生する場合があります。 

■パソコン本体の電源を入れるとさ、切るとを 

-マイク端モ、へッドホン端子、ラインイン端モ、およびラインアウト端子にケーブルを接続するとさ 

-周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるちのが一般的ですび、パソコン本体より後 
に電源を入れるちのちあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 


パソコン本は内部に取り付ける場合のを意 

•パソコンおよび接続されている機器の電源を切って<だをい 

パソコンの電源を切った状態でち、パソコン本体内部には電流び流れています。安全のため、マニュ 
アル内に電源プラグを巧くように指示びある場含は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
し'»。パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 （•> P .20) をご覧ください。 

• 電源を切った直をは作業をしないで<だをい 

電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置び熱くなっています。電源を切り、電源プラグをコン 
セントから抜いた後10分ほど待ってから作業を始めてください。 

-内部のケーブル類や装置の巧いに注意してくだをい 

傷を付けたり、加工したりしないでください。また、ねじったり、極端に曲げたりしないでください。 


42 I D ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


• 柔 6 かい巧の上などで作業して < だをい 

固いちのの上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷び付くおそれびあります。 

•静電気にミ主意して<だをい 

内蔵周辺機器は、基板や電子部品びむ去だしになっています。これ6は、人体に発生する静電気に 
よって損傷を受ける場合びあります。取り扱ラ前に、一度大をな金属質のちのに手を軸れるなどして 
静電気を放電してください。 

• 基板表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでくだをい 

金具の部分や、基板のふちを持つよラにして<ださい。 



コネクタカバーを取り外す/取 
り付ける 


ここでは、コネクタカバーの取り外しちと取り付けちについて説明します。 


[■^周辺機器の取り付け手順を印刷しておいてください 

操作の途中で電源を切る必要のある周辺機器については、「画面で見るマニュアル」の該当ページの 
先頭に「このページは EP 刷しておくと便利です」と記載されています。操作を始める前に、「画面で 
見るマニュアル」の該当ページをプ U ンタで印刷してご覧ください。 

メモ1」については、「メモ U の交換/増設」 (•> P .46) をご覧ください。 


巧 oint コネクタカバーの取り外し手順/取り付け手順を動画で見ることびできます 

サポートぺージ （ http :// azby . fmworlcl . net/sijpp 日け/) で、メモリの取り付け手順の動画びご覧になれます。 


コネクタカバーを取り外す 


1 パソコン本体ち側面のコネクタカバーを押さえなび5、□ックボタンを 
押しまず。 


パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 



(これ(降のイラストは機種や状況により異なります） 
コネクタカバーび外れます。 


44 D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 



























コネクタカバーを取り付ける 


1 コネクタカバーのツメ （8 ヶ 所）を、パソコン本体のツメ穴 （8 ヶ 所) 
に合わせて取り付け、上にスライドしまず。 


パソコン本体を左ちに回転すると、操作しやすくなります。 
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固囚回固因画 

メモ U の交換/増設 


メモリ容量を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げることびでさま 
す。ここでは、メモ U 容量を増やすち法について説明します。 

機種によっては、ご購入時に最大容量のメモ U び搭載されている場合びあります。 
この場合、メモ U 容量を増やすことはでさません。詳しくは、「メモ U の組み合わせ 
表」 （•♦ P .47) の表を確認してください。 


メモリの取り付け場所 


メモリは、パソコン本体内部のメモ U ス□ットに取り付けます。 



(イラストは機種や状況により異なります） 


46 志 I D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 

















田メモリ（拡張 RAM [ラム]モジュール) 

FMVDM 2 GMS 3 (2 G 目）のメモ U が取り付けられます。 


次の表で、メモ U の容量とメモ U ス□ットの組み合わせを確認してください。 

次の表政列の組み含わせにすると、パソコンが正常に動作しない場合があります。 

• EK / D 50 をお使いのち、 EK / D 己 ON で 4 GB のメモ U を選択した方 


• EK / D 50 N で 2 GB のメモ U を選択した方 


総容量 

メモ U ス□ット1 

メモ U ス□ット2 

4 GB (ご購入時/最大） 

2 GB 

2 GB 


総容量 

メモ U ス□ット1 

><モ11ス□ット2 

2 GB (ご購入時） 

2 GB 

- 

4 GB 爆大） 

2 GB 

2 GB 


メモリの組みをわせ表 


必、要なちのを用意する 
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A 警告 


A - ><モリの取り付けまたは交換を行ラとさは、パソコン本体および接続されている機器の電源 
^ を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 


A ミち意 


0 - メモ1」の取り付けまたは交換を行ラとをは、指定された場所！;(外のネジは外さないでくださ 
しん 

指定された場所しソ外のネジを外すと、けびをするおそれびあります。また、故障の原因とな 
ることびあります。 

® - 基板表面上の突起物には手を触れないで<ださい。 

けびをするおそれびあります。また、故障の原因となることびあります。 

0 - 取り外したメモ U はルさいお子様の手の届かないところに置いてください。 

お子様び手を触れたり、□に入れると、けびをするおそれびあります。また、故障の原因と 
なることびあります。 


メモリを取り付けるとをのを意 


•メモ U を取り付けるとをは、メモ1」の差し込みち向をお確かめのラえ、確実に差し込んでくだ 
さい。誤ってメモ1」を逆ち向に差したり、差し込みび不完全だった D すると、故障の原因とな 
ることびあります。 

•メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されてお D 、 人体にたまった静電気により破 
壊される場合びあ D ます。メモ U を取り扱ラ前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を 
放電してください。 

• メモ U は何度を抜を差ししないでください。故障の原因となることびあります。 

• メモ U の表面の端テやに部分に触れて押さないでください。 また、 メモ U に強い力をかけない 
よラにしてください。 

•メモ U びうまく取り付けられないとをは、無理にメモ U を取り付けず、いったんメモ U を抜い 
てから再度メモ U を取り付け直してください。 

•メモ U は下図のように両手でふちを持ってください。金色の線び入っている部分綱子）には、 
絶対に手を触れないで<ださい。 


この部分には手を触れないでくださし、。 



•パソコン本体の電源を切った状態でも、パソコン本体内部には電流び流れています。必ず電源 
プラグをコンセントから抜いたことを確認してください。 
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メモリを増やす 




A 警告 


A - ^モ U の取り付けや取り外しを行ラとをなど、本体カバーを開ける場合は、パソコン本体お 
/へ よび接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセントから巧いた後、しばらく 

経ってから本体カバーを開けてください。 

落雷び起さた場含に感電の原因となります。 

ここでは、メモ U を増和す方法を説明します。 

r メモ U を取り付けるとをのま意」 (•> P .48) をご覧になり、作業を進めてください。 

み Oint メモリを取り付ける手順を動画で見ることびでさまず 

ヴポートぺージ （http://azby.fmworlcl.net/sLipport/) で、^モ U の取り付け手順の動画びご覧になれます。 

1 パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグを 
コンセントか5巧きまず。 

パソコン本体の電源の切りちについては、「電源を切る」 （•> P .20) をご覽ください。 


2 


パソコン本体のディスプレイのち度を垂直にしまず。 


琶靈 Qi / 謹/増設 
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3 パソコン本体の背面び上になるように、パソコン本体を横にしまず。 


パソコン本体の上面び手前になるよラにしてください。 

作業は厚手の柔らかい巧を敷いた平坦な台の上でして<ださい。特に、液晶ディスプレイに突起 
物びあたらないよラにして < ださい。 



[ kQ パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を横にするときは、衝撃を与えたり、落下させないよう充分ごを意くださし、。 


4 「コネクタカバーを取りがず」 (•> P .44) をご覧になり、パソコン本体 
ち側面のコネクタカバーを取りがしまず。 


rn rCVl 画面でちる 

bU にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 






J 上部のカバーを取りがしまず。 _ 

「 PULU と刻印びある部分をも側にスライドさせ、手前に引いてください。 



本体カバーを取りタルまず。 _ 

パソコン本体上部のネジ （2 ヶ所）を取 D 外し、底部を押さえて、本体カバーを手前にスライド 
させて < ださい。 

お使いの機種によ D 、本体カノ（一の取 D 外しび硬く感じる場合びあります。 












7 メモリの取り付け場所とメモリ容量の組み合わせを確認しまず。 


メモ U の取り付け場所については、「メモ U の取り付け場所」 （•♦ P .46) をご覧ください。メモ 
U の容量と組み合わせについては、「メモ U の組み合わせ表」 （"► P .47) をご覧ください。 

^新しいメモリをメモリス□ットに差し込みまず。 


端テに切り込みび入っている部分から端までの距離び長いほラを底部に向けて、メモ U スロット 
正面からまっすぐに差し込んでください。 



9 r パチン」と音びずるまで下に倒しまず。 


ツメ 



メモ U を押さえている両側のツメが、さちんとはまったことを確認してください。 
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10 本体カバーを取り付けまず。 


本体カバーを線に合わせてまっすぐに下ろし、本体カバーとパソコン本体のツメび合ラよラに、 
パソコン本体の底部に向けてまを当たるまでスライドさせてください。 



手順巨で取りがしたネジ（吕ヶ所）を取り付けまず。 
















12 上部のカバーを取り付けまず。 


カバー中央の線とパソコン本体中央の線を合わせてカバーを下ろし、左側にスライドさせてくだ 
さい。 



1ク「コネクタカバーを取り付ける」 （"► P . A 已）をご覧になり、コネク 
I J タカバーをパソコン本体に取り付けまず。 

J4 パソコン本体を立てまず。 

パソコン本体を立てたら、ディスプレイを見やすい角度に調節してください。 

[ kQ パソコン本体は重量びありまず 

バソコン本体を立てるとさは、衝撃をちえた日、落下させないよ5充分ごを意ください。 


続いて、メモ U び正しく取り付けられたかメモ U 容量を確認しましよラ（ホド.已己)。 
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メモリ容量を確認する 


メモ1」を取り付けた後、増やしたメモ1」び使える状態になっているかを確認してください。 
必ず、本体カノ（一を取 D 付けてから確認作業を行ってください。 


パソコン本体の電源を入れまず。 


「電源を入れる」 (•> P .17) をご覧ください。 

り oint Windows び正常に起動しない場合 

メモ IJ び正しく取り付け6れていないと、パソコンの電源を入れたとさ画面に何ち表示されない場合びありま 
す。 

その場合は、電源ボタンを4秒!;(上巧し続けてバソコンの電源を切0、電源プラグを巧いた後、メモ U を取 
0付け直して < ださい。 


2 


® (スタート）一「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナン 
ス」一「システム」の順にクリックしまず。 


3 


かで囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかを確認 
しまず。 


コンビユータのま本的な情巧のち示 
Windows Edition 

Windows Vista — xxxxxxxxxx 

Copyright © 2007 Microsoft Corpora 扫 on . All rights reserved . 
Service Pack 1 

Windows Vista をアツプクレードする ( g ) 


0 


I Windows ェクスペリエンスインデジクス 


プロセッサ： 
メモリ ( RAM ): 
システムの珪巧： 


XXXXXXXXXX 
^ XXXXGB J 
32ヒトトホ 


オペレーテインヴミ 


コンビ ュータ る.ドメインおよびワーククルーブの設ち 
っンビ ュータ る： XXXXXXXX 

フルコシピ ュータ を： XXXXXXXX 

コンビュータの說巧； 

つークグルーブ： XXXXXXXXXXXX 

Windows ライ它ンスを国 E 


© 


FUJITSU 


>苗定とを更に） 


メモ U 容量 


(画面は機種や状況により異なります） 


4 


@をクリックしまず C 
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メモ u 容量の数値が増えていなかった場合は、次のことを確認して<ださい。 


•増やしたメモ U がこのパソコンで使える種類のちのか 
「必要なちのを用意する」 （•> P .47) 

•メモ U がメモ U ス□ットにをちんと差し込まれているか 
「メモ U を増やす」 (•> P .49) 

•正しいス□ットに取り付けられているか 
「メモ U の取り付け場所」 （•> P .4 目） 


•メモ U を正し < 組みをわせているか 
「メモ U の組み含わせ表」 （•> P .47) 


广/ CTVi 画面で見る 

30 にュァル 


01 ►このマニュアルの卷頭でご案内しています。 



固囚圆国因 


/ 

snt 

巧 

定 
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USB 機器を接続する 


ここでは、 USB [ユーエス ビー]機器をお使いになるラえでのを意点や接続ち法に 
ついて説明します。 


ノ くソコン本体に USB 機器を接続する 


C?>oint USB 機器を接続ずるとをの注意 

•お使いの USB 機器によっては、损を差しするとをにパソコン本体の電源を切る必要のあるものびありま 
す。詳しくは USB 機器のマニュアルをご覧ください。 

-オプションのフ □ッ ピーディスクドライブ 「FDD ユニット (USB) (FMFD- 己 IS または FMF □-巳 1SZ)」 
をお使いの場をは、電源を切った状態で抜さ差ししてください。 

-パソコン本体の電源を切らずに USB 機器を抜き差しする場合は、已秒ほど間隔をおいてください。 
•お使いの US 目 機器によっては、パソコン本体の電源を切っても USB 機器の LED [エルイーディー]な 
どび点好または点滅する場合びあります。 


I US 日機器に USB ケーブルを接続しまず。 

ケーブルの接続のしかたについては、 USB 機器のマニュアルをご覧ください。 

2 「コネクタカバーを取りがず」 （••► P .44) をご覧になり、パソコン本体 
ち側面のコネクタカバーを取りがしまず。 








3 パソコン本体ち側面の USB コネクタに USB 機器のケーブルを接続し 
まず。 _ 

USB ケーブルのコネクタの@をちにして差し込んでください。 

■パソコン本体ち側面 



(イラストは機種やが況によ0異な0ます） 


ケーブルを接続した後、「八ードウエアのインス!ル」ウィンドウび表示された場合は、「続行」 
をク1」ックしてドライバのインストールを続けてください。 

4 「コネクタカバーを取り付ける」 （"► P .4 已）をご覧になり、コネクタカ 
J をパソコン本体に取り付けまず。 


3ドライバをインス!"ールしまず。 

ドライバをインストールしなくても、接続するだけで使える USB 機器もあります。詳しくは、 
USB 機器のマニュアルをご覧ください。 

巧 oint 正常に動作しない場合 

バソコン本体の電源び入っている状態で接続後、正甫に動作しない場合は、いったん USB 機器を取りがして 
ください。そのを、バソコン本体の電源を切って占、5接続し直してください。 


58 志 I D 1 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 












Us 巨機器を取り外す 



パソコンの状態によって、操作び異なります。 

•電源び入っている場合は、手順1から行ってください。 

• 電源び切れている場合は、手順4のみ行ってください。 

巧 oint 電源び入っている場合 

電源び入っている USB 機器の取り外し手順については、 USB 機器のマニュアルちご覧ください。 

1 画面ち下の通知領域にある fc ( A - ドウエアのま全な取りがし）を 
クリックしまず。 


ム 「[お使いの USB 機器]をミ全に取りタルまず」をクリックしまず。 


3 「このデバイスはコンピュータか5安全に取りがずことびできまず。」と 
いうメッセージび表示された5、 rOKJ をクリックしまず。 


4 USB 機器のケーブルを US 己コネクタか5取りタルまず。 







Memo 
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お手入れ 


パソコン本体の曰ごろのお手入れ方法について説明しています。 


1 FMV のお手入れ 
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回目 B 田^^^ 

FMV のお手入れ 


ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについて説明 
します。 

A 警告 

A -お手入れをする場含は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
^ をコンセントから抜いた後に巧ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-乂災または故障の原因となります。 

0 •清掃の隙、清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないでください。 

故障-火災の原因となります。 


ノ くソコン本体および添付品のお手入れ 


i が次のちのは使わないでください 

シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちのや、化学ぞ5さん、清掃用スプレー（可燃性物質を含む 
ちの）は絶対に使わないでくださし、。 

アルコール成分を含んだ市販のク U —ナーは使わないでください。 


m 次のことにごを意ください 


エアダスターなどの清掃用スプレー（可燃性物質を含むもの）を使用しないでください。 


ノてソコン本体の通風孔にほこ D びたまらないように、定期的に清掃してください。 

パソコン本体やマウス、キーボードなどの巧れは、乾いた柔らかい巧で軽<拭を取って<ださい。 
ミちれびひどいとさは、水または中性洗剤を含ませた巧を固く絞って、拭を取ってください。中性 
洗剤を使って巧いた場合は、水に浸した巧を固<絞って、中性洗剤を H さ取って<ださい。また 
なさ取るとさは、パソコン本体やマウス、キーボードに水び入らないよ5充分ま意してください。 
キーボードのキーとキーの間のほこ D などを取る場合は、ゴ5を吹を飛ばすのではなく、筆のよ 
ラな先の柔らかいをのを使ってゴ5を取ってください。づ5を吹を飛ばすと、キーボード内部に 
ゴ=び入 D 、 故障の原因となる場合びあ D ます。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引つ 
張らないでください。 
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ミ夜晶デイスプレイのお手入れ 




[駐 液晶ディスプレイのお手入れを行ラ場合の注意 

市販ク U —ナーは！;(下の成分を含んだちのびあ0 、 画面の表面コーティングやカバーを傷つける場合 
びありますので、ご使用を避けて<ださし、。 

-アルカ U 性成分を含んだわの 
-界面活性剤を含んだをの 
-アルコール成分を含んだちの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いをの 
-研磨材を含んだわの 
-化学ぞラさん 
など 


液晶ディスプレイは、ガーゼなどの柔らかい巧で拭いて<ださい。 


柔らかい巧 



アルカリ性成分を含んだもの 

シンナー 

ベンジン 

アルコール 

み 


X X 



Cd / dvd ドライブのお手入れ 


市販のク U - ニングディスクやレンズク U - ナーを使5と、逆にコ '= を集めてしまい、 CD/DVD 
ドライブのレンズび巧れてしまラ場合びあります。故障の原因になりますので絶対に使わないで 
<ださい。 

ラま<読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどのちれを拭を取ることで改善される 
ことびあ0ます。 

拭を取り方法はディスクの種類により異なります。詳しくはディスクの説明書/レーベルなどを 
ご覧ください。 


ぉ手入れ 
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第5章 

取り巧い上の注意 

パソコンを移動する場合の注意事項について説明しています。 


1パソコンを移動する場合のを意 


66 







い 

上 

の 

ミ 主 


回 Q 区 

パソコンを移動する場合のを意 


ノ くソコンを移動する場をの注意 


このパソコンは重量びあります。移動する場合は、なの点にま意してください。 

•パソコン本体の前面ち下部分（下図の A の部分）とパソコン本体の前面左下部分（下図の B の 
部分）を、両手でつかんで持ち上げて <ださい。 



• 液晶ディスプレイ部分、および本体ち側面のコネクタカバー部分は、絶巧に持たないで<ださ 
し、。 
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仕様-覧 


パソコン本体の仕様を記載しています。 

製品名称（品&は、個包箱に貼り付け5れている保証書でご確認ください。 


1バソコン本体の仕様 . 已8 

2その他の仕様 . 74 


なの表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様については、なぺージからの仕様一 
覧をご覧ください。 


製品名称（品名） 

ディスプレイ 

1」モつン 

無線 LAN 

テレビチューナー 

EK/D 已〇 

1日型ワイド 

- 

一 

- 

EK/D 已 ON 

1日型ワイド 

- 

- 

- 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を還}尺した場合に添付または搭載、一：非添付または非搭載 














因 HB 圓 

パソコン本体の仕様 


製品ち称 

FMV-DESKPOWER 

EK/D50 

基本 0 S を 1 

Windows Vista ® Home Premium with SPl 正規版 



インテル® Co 「 eTM 2 Duo プ□セッサー P 8700 

CPU 

動作周波数 

吕.已 3 GHz 

2次キヤッシュ^モ U 

3 MB に PU 内蔵） 

セキュ U ティ機能 

CPU ウイルス防止機能32 

システムバス 

10巨巨 MHz 

チップセット 

モバイルインテル®白 M 4 巳 Express チップセット 

メインメモリ（標準/最大） *3 

標準 4 G 邑 (2 GB X 2) /最大 4 G 臣 

〔デュアルチャネル対応 DDR 3 SDRAM 、 S 0- DIV 1 M 、 PC 3-8 日0日対応、 CL 7) を4 

メモ U ス□ット数[空き] 

2に] 

表 

お 

機 

能 

グラフィック ■ 

アクセラレータ 

モバイルインテル®グラフィックス-^ディア-アクセラレータ ー4 已 00 MHD 
(チップセットに巧蔵） 

ビデオ;><モ|」 

最大 1288 M 巨（六イン方モリと共用）な曰 

巧晶ディスプレイを7 

] 目型ワイド液晶（本体に内蔵） 

解像度/発色数 

最大1440 X 目00ドット/フルカラー ] 巨77万色を8 

フ□ッピーディスク 
ドライプを 9 

オプション（外付け、別売） 

A- ドディスクドライブ注… 

約已曰曰 GB (シ IJ ア J レ ATA /3 曰曰、7200回転/分） 

DVD/CD ド'ライプ （••► P .74) 

スーパーマルチドライブ （ DVD ± RDL に層）書き込み対応） 

オーディオ機能 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 
(最大1目 2 kHz / 24ビット;511ステレオ PCK / I 同時録音再生機能、 

MIDI 再生機能 [0 S 標準]) 

スピーカー 

ステレオスピーカー（本体内蔵） 

入 

力 

装 

置 

キーボード 

ワンタッチボタン付コンパクトキーボード （10 已キー、 PS /2 インターフェース） 

ポインティング 
デパイス 

横スク□ール機能付ワイヤレスマウス（光学式） 

C 400 C 円、 US 巨インターフエース）汪に 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 000 BASE - T /1 00巨 ASE - TX /1 0艮 ASE-T 準拠 、 Wakeup on LAN 機首目対応 

斗 

ン 

夕 

フ 

卫 

ス 

US 巨を13 

US 日芝日準拠コネクタ4ピン X 4 (4 :ち側面）を14 

映像出力 

アナ□グ RG 目コネクタ（ミニ D - SU 己1已ピン）ま1巳 

キーボード ( PS /2) 

PS /2 準拠 S 二 DIN 白ピン（キーボード巧）を16 

LAN ( RJ -45) 

LAN ポート （10 日日 BASE - T /] 00己冉 SE - TX /10 巨 ASE - T ) X 1 

オーディオ入力 a 17 

マイク端テ、ラインイン端子 

オーディオ出力ま18 

ヘッドホン端子、ラインアウト端子 

入カコンセント 

平行 2 P アース付 （2 P 変換プラグ付属） 

電源-周波数 

AC 100 V -巳0/巨 OHz を ig 

消 

費 

電 

力 

ミ主2日 

通萬消費電力 it 21/ 

最大消費電力 

約已 9 W / ]14 W 

待機時電力（スリーブ 
時）/電源 OFF 時 

約 3 W / ] WL の^ 

省エネ法に基づくエネルギー 
消賣効率（省エネ基準達成率） 

ま22 (2007 年度基準） 

j 区分0.0004曰 （ AAA ) 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 
ミま記については、「仕様一覧のを記について」 (•> P .72) をご覧ください。 


68 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 









































製品名称 

FMV-DESKPOWER 

EK/D 己0 

外お寸法（幅 X 奧行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

44已 X 2 ] 3 X 390 mm 

本体質量 

約11 .5 kg 

盗難防止巧□ック取り付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度10〜3巳で/湿度20〜8び施 RH (動作時)、 

温度-10〜巨0で/湿度20〜 90 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時ともに結露しないこと） 

サポート 0 S ミち23 

Windows Vista ® Home Premium with SPl 正規版、 

Windows Vista ® Ultimate with SPl 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
注記については、「仕様一覧の注記について」 (•> P .72) をご覧ください。 



製品ちが 

FMV-DESKPOWER 

EK/D50N 

基本 OS を1 

Windows Vista ® Home Premium with SPl 正規版 



インテル® Co 「 e ™2 Duo プ□セッサー P 8700 

CPU 

動作周波数 

2.已 3 GHz 

2次キャッシュメモ U 

3 MB に PU 巧蔵） 

セキュリティ機能 

CPU ウイルス防止機能33 

システムバス 

1066 MHz 

チップセット 

モバイルインテル®日 M 4 已 Express チップセット 

メインメモリ（標準/最大）ま3 

★ 

標準： 2 GB に G 日 X ]) /最大 4 G 巨 
カスタム： 4 GB に GB X 2) /最大 4 G 目 
(デュアルチャネル対応可能 DDR 3 SDRAM 、 S 0- DIMM 、 

PC 3-8 已〇〇対応、 CL 7) ;ち5 

メモ U ス□ット数[空き] 

2 [1] /2 [〇] 

表 

お 

機 

能 

グラフィック ■ 

アクセラレータ 

モバイルインテル®グラフィックス- 乂ディア. アクセラレータ ー4 已 00 MHD 
(チップセットに内蔵） 

ビデオ;><モ|」 

最大 776 M 日（六イン方モ U 吕白巨搭載時）/ 

最大 12 SSM 巨（メインメモ U 4 G 目搭載時） 

(>< インメモ U と共用）を e 

液晶ディスプレイ$7 

] 目型ワイド液晶（本体に巧蔵） 

解像度/発色数 

最大144日 X 目00ドット/フルカラー ] 巨77万色38 

フ□ッピーディスク 
ドライブま 9 

オプション（外付け、別売） 

A — ドディスクドライプ*1日女 

標準：約1日日 G 巨 

カスタム：約320白巨 /約 已〇〇白巨 
(シ U ァル ATA /3 曰0、7200回転/分） 

DVD/CD ド'ライプ （"► P .74) 

スーパーマルチドライブ （ DVD ± RDL に層）書き込み対応） 

オーディオ機能 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 
(最大1目 2 kHz / 24ビット311ステレオ PCK / I 同時録音再生機能、 

MIDI 再生機能 [0 S 標準]) 

スピーカー 

ステレオスピーカー（本体内蔵） 

入 

力 

装 

置 

キーボード 

ワンタッチボタン付コンパクトキーボード （1 日己キー、 PS /2 インターフェース） 

ポインティング 

デバィス 

横スク□-ル機能付ワイヤレスマウス（光学式） 

C 400 C 円、 US 巨インターフエース）まに 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 000 BASE - T /1 00巨 ASE - TX /1 0艮 ASE-T 準拠 、 Wakeup on LAN 機首目対応 

斗 

ン 

夕 

フ 

卫 

ス 

US 巨を13 

US 日芝日準拠コネクタ4ピン X 4 (4: ち側面）を14 

映像出力 

アナ□グ RG 目コネクタ（ミニ D - SU 己1已ピン）ま1已 

キーボード ( PS /2) 

PS /2 準拠 S 二 DIN 6 ピン〔キーボード巧）を16 

LAN ( RJ -45) 

LAN ポート（100日 BASE - T /] 日〇己冉 SE - TX /10 巨 ASE - T ) X 1 

オーディオ入力を17 

マイク端子、ラインイン端子 

オーディオ出力 a 18 

ヘッドホン端テ、ラインアウト端子 

入カコンセント 

平行 2 P アース付 （2 P 変換プラグ付属） 

電源-周波数 

AC 100 V -巳0/巨 OHz を ig 

消 

費 

電 

力 

ミ主2日 

通背消費電力/ 

最大消費電力 

約己 9 W / 11 4 W 

待機時電力（スリーブ 
時）/電源 OFF 時 

約 3 W / 1 WU (下 

省エネ法に基づくエネルギー 
消費効率（省エネ基準達成率） 

ま32 (2007 年度基準） 

j 区分0.0004曰 （ AAA ) 


インターネットの實±通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したをのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 

ま記については、「仕様一覧のま記について」 （••► P .72) をご覧ください。 


70 I 0 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 








































製品名称 

FMV-DESKPOWER 

EK/D50N 

外お寸法（幅 X 奧行 X 高さ） 
(突起部含まず） 

44已 X 2 ] 3 X 390 mm 

本体質量 

約] 1.5 kg 

盗難防止巧□ック取り付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度10〜3巳で/湿度2日〜 80 %RH (動作時)、 

温度-10〜60で/湿度20〜 90 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時ともに結露しないこと） 

サポート 0 S ミち23 

Windows Vista ® Home Premium with SPl 正規版、 

Windows Vista ® Ultimate with SPl 正規版 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「 WE 目 MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

注記については、「仕様一覧のを記について」 (•> P .72) をご覧ください。 



日本語 32 ビット版。 

バッファオーバーランによる〕ード実行などのウイルス攻撃に対する安全性を高めています。 

パリティチェック機能はありません。 

•ご購入時の設定では、合計で2日日を超えるメモ I 」を搭載した場合、完全六モ U ダンプを使用でさません。 

• 0 S 画面上の表示にかかわらず、実際に使用可能な領域は約 3 G 日になります。ただし、装置構成によってご利用 
可能なメモ U 容量は異なります。 

•デュアルチャネルで動作させるには、当社純正の増設メモ U (別売）を同一容量の2枚1組で搭載してください。 
•最大メモ U 容量にする場含は、当社純正の増設メモ U (別売）を実装して<ださい。 

•このパソコンに取り付けるメモリは、 PC 3-8 已00対応 ( DDR 3) のものをお使いください。 

•ご購入時の設定では、合計で 2 GB を超えるメモ U を搭載した場合、完全メモ U ダンプを使用でさません。 
•取り付けるメモ U の組み合わせについては、「メモ U の組み合わせ表」 （••► P .47) をご覧<ださい。 

•4 GB 搭載時でを、 0 S 画面上の表示にかかわらず、実際に使用可能な領域は約 3 G 巨になります。ただし、装置 
構成によってご利用可能な^モ U 容量は異なります。 

- Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、パソコンの動作状況によってビデオメ 
モ U 容量び最大設定まで自動的に変化します。 

• ビデオメモ U の容量を任意に変更することはでをません。 

• ディスプレイドライバの更新により、ビデオメモ U 容量の最大値び変わる場合びあります。あらかじめご了承くだ 
さい。 

-ビデオ六モ U の最大値は、方イン六モ U の搭載状況により異なります。 

• 液晶ディスプレイはが萬に精度の高い技術で作られておりますび、画面の一部に点灯しないドットや、常時点灯す 
るドットび存在する場合びあります（有効ドット数の割合は99.99%しソ上です。有効ドット数の割をとは「対応 
するディスプレイの表示しラる全ドット数のラち、表示可能なドット数の割合」を示しています)。 

これらは故障ではありません。交換-返品はお受けいたしかねますのであらかじめご了承ください。 

•このパソコンで使用している液晶ディスフレイは、製造工程により、各製品で色合いび異なる場含びあります。ま 
た、湿度変化などでをがの色むらび発生する場合びあります。 

これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

•長時間同じ表おを続けると残像となることびありますび、故障ではありません。残像は、しばらく経つと消えます。 
この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディスプレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使用をお勧 
めします。 

•表示する条件によっては、むらおよび微かな斑点び目立つことがありますが、故障ではありません。 
グラフィック-アクセラレータの出力する最大発色数は]677万色ですび、液晶ディスプレイではディヴ U ング機 
能によって擬似的に表示されます。 

•周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッビー媒体で提供されている場合びあります。その際は、外付け 
オプションのフ□ッピーディスクドライブユニット （ USB ) び見要となります。内蔵はでさません。 

オプション品のフロッピーディスクドライプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 を 
お買いホめのラえ、お使いください。 

なお、フ□ッピーディスクドライブの接続と取り外しは、必ず電源を切った状態で巧って<ださい。 

•フ□ッビーディスクドライプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 を接続すると、デ 
スクトッフの lillK コンピュータ）内にドライプび表示され、フ□ッピーディスクドライブとして使ラことびでを 
ます。 

•フ□ッビーディスクドライプ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 では、次のフ□ッ 
ピーディスクは使巧でさません。 

- 0 ASYS 文書フ□ッビィ 

- 640 KB でフ オーマッ トしたフ □ッビー ディスク 

•フ□ッビーディスクドライブ 「 FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己 IS または FMFD - 已 1 SZ )」 では、次のフ□ッ 
ピーディスクは、データの読み書きはでをますび、フオーマットはでさません。 

- 1.2 己 MB でフオーマットしたフ□ッピーディスク 
- 1.23 MB でフオーマットしたフ□ッピーディスク 

- 720 K 巨でフオー マッ トしたフ □ッ ピーディスク 
- 「 NTFS 」 を採用しています。 

また 、 Windows RE 領域、 C ドライプ、 D ドライプのパーティションに分かれており 、 Windows RE 領域に約 
] GB 、 リカバ U 領域として約 16 GB 、 C ドライブには約 100 GB を、 D ドライブには残りを割り付けています。 
そのため、「コンピュータ」の八ードディスクの総容量は、マニュアルの記載よりを約 ]7 G 目かなく表示されます。 
なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、外付けドライプを接続した状態では、「トラブル解みナビ」 
び正常に動作しなくな D ます。ご了承<ださい。 

-このマニュアルに記載のディスク容量は、 ] MB =10002 byte 、] G 目=1日003 byte 換算によるものです。 
Windows 上で ] M 目=1 0242 byte 、 1 GB =1 0243 lDyte 換算で表示される容量は、このマニュアルに記載のディ 
スク容量よりかなくなります。 

再生時。 

録音時は最大9日 kHz /16ビットです。 

なお、使用できるサンプ U ングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

操作面の状態によっては正しく動作しない場合びあります。また、スク□ール機能は使用するソフトウェアによっ 
て動作び異なったり、使用でをない場台びあります。 

USB 1.1 対応の周辺機器も利用できます。 US 巨2.0で動作するには、 US 日2.0対応の周辺機器び必要です。 

また、ずべての USB 対応機器の動作を保証するちのではあ0ません。 

ラち]ポートを US 巨マウスにより占有します。 


72 I 0 55®^^ ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


仕様一覧の注記について 




12 3 4 己 
ををま；江 ま 


巨 

ま 


7 

ま 


8 9 
まを 


〇 

ま 


1 2 3 4 
注 注注注 



ま 1 已：外部ディスプレイに表示可能な解像度は]92日 X ] 20日ドット、1600 X 1200ドット、1 6 S 0 X 10已〇ドッ 
卜、]440 X 900ドット、1360 X 768ドット、 ] 280 X 1024ドット、1024 X 768ドット、800 x 
600ドットとなります。 

ただし、接続モニタび非対応の解像度に関しては、画面び中央に表示されない場をびあ D ます。また、すべてのディ 
スプレイとの動作を保証するちのではありません。 

注16 :このパソコンに添付されているキーボードをお使いください。 

注17:マイク：ゆ3.已 mm ステレオ•ミニジャック（入力：100 mV 下、入カインピーダンス ( AC ) IkClL ツ上 （ DC ) 
2 kQ し乂上)、ラインイン：の3.巳 mm ステレオ■ミニジャック（入力： 2 V し乂下、入カインピーダンス1 OkQ 政上） 
注18:ヘッドホン：¢3.巳 mm ステレオ•ミニジャック（出力： ] mW し乂上、負荷インピーダンス 32 D )、 ラインアウト： 
ゆ3.巳 mm ステレオ•ミニジャック（出力： TVL ツ上、負荷インピーダンス]日 kCl 政上） 

注1目：-矩お波び出力される機器 （UPS (無停電電源装置）や車載用冉 C 電源等）に接続すると、故障する場含びあります。 

-入力波形は正弦波のみサポート。 

注20: •出荷時の構成による測定値でず。 

-電源 OFF 時の消養電力を回避するには、パソコンの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

•電源 OFF 時の消費電力を回避するには、メインスイッチを「〇」側に切り替えるか、パソコンの電源プラグをコ 
ンセントから抜いて<ださい。 

注 2] :出荷構成で 0 S を起動させた状態での測定値です。 

注22 :エネルギー消費劾率とは、省エネまで定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複を理論性能で 
除したちのです。 

省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100% L ソ上200%未満、 AA は達成率200% L ソ上500%未満、 AAA は 
達成率己0 0% iU 上です。 

注23 : • 日本語32ビット版。 

•富±通は本製品で「サポート 0 S 」 を動作させるために必要な BIOS およびドライバを提供しますび、すべての機 
能を保証するものではありません。 



その他の仕様 


Dvd / cd ドライブ仕様一覧 


• 各数値は仕様上の最大限であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合びあります。 

- DVD ソフトによっては再生でをない場合びあります。 

-ディスクによってはご利用になれない場含わあります。 

•書き込み、書を換え速度は、ドライプの性能値です。書を込み、書き換え速度に対応したディスクび必要にな D ますび、巧 
応ディスクび販売されていない場合びあります。 

•読み出し、書を込み速度は、ディスクや動作環境によって異なる場含びあります。 

• DVD - R は、 DVD-R for General Ver .2.0/2.1 に準拠したディスクの書を込みに対応しています。 

• DVD - RAM はカート U ッジから取り出した状態あるいはカート U ッジなしでご使用ください。 

- Ultra Speed CD - RW ディスクはご使用になれません。 

• 8 cm の CD または1 2 cm の DVD / CD びお使いになれます。 


ドライブ 

スーパーマルチドライブ （ D \/ D ± RDL に層）書き込み対応） 

読み出し可能 DVD 

DVD - ROM 、 DVD-R (4.7 GB ). DVD-R DL (2 層） （8 .已 G 己）、 DVD-RW (4.7 GB ). 
DVD+R (4.7 GB ). DVD+R DL (2 層） （8 .已 G 巨）、 DVD + RW 〔4.7 GB )、 

DVD-RAM C 4.7 G 巨/ 9.4 G 曰） 

書を込み巧能 DVD 

DVD-R (4.7 G 巨）、 DVD-R DL (2 層） （8 .已 G 巨）、 DVD-RW (4.7 GB ). DVD+R (4.7 GB ). 
DVD+R DL (2 層） (8.5 GB ). DVD+RW (4.7 GB ). DVD-RAM (4.7 G 巨/ 9.4 G 巨） 

読み出し速度 

CD :最大 24 倍速、 CD-R :最大24倍速、 CD-RW :最大24倍速 

DVD-ROM :最大8倍患 DVD-R :最大 S 倍速、 DVD-R DL (2 層）：最大6倍速、 

DVD-RW :最大8倍患 DVD+R :最大扫倍速、 DVD+R DL (2 層）：最大日倍速、 
DVD+RW :最大8倍速、 DVD-RAM :最大日倍速 

書さ込み/書走鞭え速度 

CD-R :最大24倍速、 CD-RW :最大]日倍速 

DVD-R :最大8倍速、 DVD-R DL に層）：最大4倍速、 DVD-RW :最大6倍速、 

DVD+R :最大8倍患 DVD+R DL (2 層）：最大4倍患 DVD+RW :最大8倍患 

DVD-RAM :最大日倍速 

(パ‘ッファアンダーランエラー防止機能） 


ミ夜晶ディスプレイ 


表示ち式 

TFT 

サイズ 

19型ワイド 

最大解像度 

1440 X 900ドット 

最大発色数 

1目77万色 

画素ピッチ 

0.284 mm X 0.284 mm 



ち式 

密閉型 

スピーカーユニット 

口径：18 ( mm ) XI 個インピーダンス4.00 

定格入力 

1 W/ch 

出力音圧レベル 

目6.已犯 /W dm ) 

再を周波数 

820 Hz 〜 20 kHz 
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Lan 機能 


> 


LAN コント□ーラ 

Marvell 社製 88E80 已7 

送受信バッファ用 RAM 

送信1日 kbyte、 受信1目 kbyte 

外部インターフェース 

IS 日8802 -3 1 OOOBASE-T/ 1 00BASE-TX/1 0BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブルを1 (IGbps :カテコ'1」已 E しソ上、 
100 Mbps :カテゴリ已しソ上、10 Mbps :カテゴリ3じ(上） 

伝送ち式 

ベースバンド 

アクセスち式 

CSMA/CD 

データ転送速度 

1 Gbps . 100 Mbps 、 1 0 Mbps 

配線形態 

スター型 

セグメント最大長 

100m 

最大ノード数/セグ;>< ント 

八ブ ユニッ トを2による 


ま 1 : • lOOOMbps は] OOOBASE-T の理論上の最高速度であ D、 実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境 
により変化します。 

-1000 Mbps の通信を行うためには、 ] 000 BASE-T に対応した八ブび必要となります。また、 LAN ケースレに 
は、 ] 000 BASE-T に対応したエン八ンスドカテ 3U 已（カテ 3U 已 E) じ(上の LAN ケーブルを使用してくださ 
し、。お使いのケーブルによっては、正しく動作しない場合びあります。その場合はケーブルメーカーにお問い合わ 
せ < ださい。 

ま2 : A ブユニットとは、 ] 日日〇日冉 SE-T/100 巨 ASE-TX/] 日日冉 SE-T のコンセントレータです。 

巧 oint ネットワークのスピードについて 

LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。八ブユニットの変更などでネットワークのスピードび 
変更される場合、スピードに対応した適切なデータグレードのケープルを必ずお使いください。 




キー 配列 

10已キー（テンキー付）+ワンタッチボタン（已ケ）+音量 
調節ボタン （3 ケ）+スタンバイボタン 

インターフエース 

PS/2 インターフェース 

ケーブル長 

約1 .8 m 

外形寸法 （W X D X H) 

約 396 mm x 約1 70 mm x 約 38 mm (チルト未使用時） 

質量 

約8目〇呂（ケーブル含む） 
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セレクトスイッチ動作形式 

2押ボタン、1ホイール（左ちチルト動作付） 

インターフエース 

USB1.1 

ケーブル長 

約1 .8 m 

外形寸法 (W X D X H) 

約目 2mm X 約11 7 mm X 約3日 mm 

質量 

約日目呂 
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. 8 

. 10 

. 13 


Back Space キ ー. 


Caps Lock / 英数キー . 13 

CD/DVD . 28 

CD/DVD ドライブのお手入れ . 63 

CD/DVD 取り出しボタン . 9 

CD アクセスランプ . 9 


Delete キ- 


力ーソルキー 
各部名称.... 


ーキーボード . 

ーパソコン本体前面. 
ーパソコン本体側面. 
ーパソコン本体内部. 
ーパソコン本体背面. 
ーワンタッチボタン. 
キーボードコネクタ.... 
空白 ( Space ) キ ー... 

ケーブルホール . 

光学式マウス . 

コネクタカパー . 


Enter キ- 
Esc 丰一 . 


サポートボタン 
周辺機器 . 


LAN コネクタ . 

LAN (有線 LAN ) 機能. 


Mute (消音）ボタン. 


Shift キー. 


- DVD/CD ドライブ. 

-LAN 機能 . 

-液晶ディスプレイ... 

ーキーボード . 

-スピーカー . 

-パソコン本体 . 


-マウス. 
スイーべル.. 


スーパーマルチドライブ. 

ズーム ボタン . 

スタンバイボタン . 

スピーカー . 


US 目機器.... 
US 目コネクタ 


a 風礼 . 

ディスクアクセスランプ. 
ディスプレイコネクタ... 
了ンキー . 


明るさ調節 . 25 

明るさ調節ボタン . 8 

インターネットボタン . 27 

インレット . 9 

液晶ディスプレイ . 8 

液晶ディスプレイのお手入れ . 63 

お手入れ . 61 

音重调負 P . 24 

音重調即んタン . 13 


一入れる . 

-切る . 

一切れない場合 


電源ボタン . 

電源/スタンバイランプ.... 
盗難防止用□ック取り付け巧 


半角/全角キー 
へッドホン端テ 


ボリュームボタン （ + ). 
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5 行 

ラインアウト端子 
ラインイン端テ. 
ロックボタン... 


わ行 

ワンタッチボタン . 13, 27 


ボ U ユームボタン （一). 24 

ま行 

マイク端子 . 8 

メインスイッチ . 9 

メールボタン . 27 

メニユーボタン . 27 

メモ U . 46 

メモ U スロット . 12 


〇 〇1 
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FMV-DESKPOWER EK/D50, EK/D50N 
FMV 取巧ガィド 

B 6 FJ -1331-01-00 

発行日2009年4月 
発行責任富±通株式会社 

干10己-7123東京都港区東新橋 1-5-2 ミタ留シティセンター 
Printed in Japan 


• このマニュアルの内容は、改善のため事前連絡なしに変更することびあります。 

•このマニュアルに記載されたデータの使用に起因する第王者の特許権およびその他の権 
利の侵害については、当社はその責を負いません。 

•無断転載を禁じます。 

•落 T 、 乱 T 本は、お取り替えいたします。 


@0903-1 




A 彎 ^ Az 的 Club 

http://azby.fmworld.net/ 

FMV ューザーズクラブ AzbyClub (登録•年会費瓶科） 


FUJITSU 


パソコンの 
画面で見る 
マニュアル 


MV 画面で見るマニユアル 


■ 巧 pmV ■• 目ない a, .. • が bbga I’ 



おめ方 


I 1 ■ — |1 .，■ 

齊且織伽 :I 


スタ-卜) 


ずべてのプ□グラム 


本のマニュアル1•ソ州こも、 
役に立つ情報が盛りだくさん！ 


FMV 画面で見るマニュアル 




嚇 


本製品は PC3R「PC グリーンラベル制度」の 
審査基準 (2008 年度版)を請たしています。 
詳細は、 Web サイト http://www.pc3r.jp を 
ご覽ください。 


圆り1111111111111 


このマニュアルは U サイクルに配慮して印删されています。 
不要になった劇ま、回収 ’U サイクルにお出しください。 


T 4988618633130 

















































